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第７章 活⽤の⽅向性と⽅法 
 
第１節 ⽅向性 

磯浜古墳群は、町⺠や児童⽣徒、観光客など、複数の対象者を相⼿に、その価値を広く普
及させる活⽤事業を実践していく必要がある。実践の場としては、史跡 磯浜古墳群を歴史
公園として整備し古墳時代を体感すると共に、そこに併設する考古学博物館を中核とし、展
⽰や普及事業を⾏う。それらを通して、磯浜古墳群の本質的価値に⾃ら気が付き、共有・共
感を持って地域への愛着が育つ、シビックプライドの醸成に繋がる。これは『第６次⼤洗町
総合計画』にうたう総合戦略の基本⽬標とも重なるものである。将来的には、前章で扱った
磯浜古墳群の完全保存にも繋がっていくもので、保存と活⽤とが⾞の両輪となり機能する
ことになる。⼈々をこの場に呼び、活⽤を進める上でも、安全性の確保が重要な責務であり、
後章で述べる整備が不可⽋となる。 

今後の活⽤の⽅向性は、⼤きく分ければ、学校教育・⽣涯学習・地域振興や観光振興の３
つの柱がある。現状と課題を踏まえ、第５章で整理した基本⽅針に則り、以下にその具体的
な⽅法について整理する。 
 
第２節 ⽅ 法 
１. 学校教育 

学校教育現場における活⽤の実践としては、これまでの経緯も踏まえ、町⽴の⼩中学校の
児童⽣徒・⾼等学校の⽣徒・⼤学の学⽣などを対象として考えていきたい。 

区 分 対 象 活⽤の⽅法 
学校教育 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

⼩学校 
中学校 

・町内には２⼩２中の合計４校の町⽴⼩中学校が
ある。これまで導⼊してきた GIGA スクールのタ
ブレット端末を利⽤した遠隔授業は今後とも有効
な活⽤⽅法であり、現在進めている磯浜古墳群の
遺構遺物に関するデジタルツイン技術を導⼊して
いく。 
・令和５年３⽉に刊⾏した『いばらき古墳旅まっぷ
vol.02 磯浜古墳群』などの普及書は、歴史を扱う学
年に常に配布し、歴史・古墳時代の授業の中で活⽤
していく。 

⾼等学校 『総合的な探求の時間』で⼀部の⽣徒が題材とし
て扱ってきた。今後は⾼等学校の社会科などの先
⽣⽅に磯浜古墳群を知っていただく機会を設け、
参加する⽣徒数を増やしていく。 
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区 分 対 象 活⽤の⽅法 
学校教育 ⼤学 

 
学部⽣を対象とした磯浜古墳群の保存と活⽤の講
義や発掘調査実習についても、これまで断続的な
実施ではあるが、今後とも、機会を作り、連携して
考古学徒の育成に寄与していく。 

 
２. ⽣涯学習 

⽣涯あらゆる時期に⾏われる学習活動は、⾃⼰学習・教育による学習（社会教育や家庭教
育など）など多岐にわたるため、今後は、磯浜古墳群の価値を素材とした⽣涯学習の機会を
拡充していきたい。 

区 分 対 象 活⽤の⽅法 
⽣涯学習 公⺠館講座 ・古墳の本質的価値について地域の⽅と共有する

⼤切な活⽤事業であるので、今後はより多くの町
⺠を対象にして、開催していくのが望ましい。 

⾼校⽣会 ・今後は地域の⼀翼を担うメンバーである。毎年夏
に開催される考古学企画展の展⽰や体験講座の趣
旨に触れることで、磯浜古墳群の持つ価値を知る
ことが⼤切である。所管する⽣涯学習課社会教育
係と連携しながら、多くの会員が参加できるよう
にしていく。 

各種団体講座 町内における⽣涯学習活動に積極的な各種団体と
講座や学習会などの機会を通して連携をとりなが
ら、磯浜古墳群の価値を共有していく。 

⾃⼰学習 ・古墳を⾝近に感じるようなマップ類や企画展パ
ンフレット等を今後とも定期刊⾏し、考古学博物
館を通して情報を発信し、⾃ら考古学や古墳に興
味を持つ、⾃⼰学習の場を育んでいきたい。 

 
３. 観光振興・地域振興 

⼤洗町は、⼤洗磯前神社参詣や潮湯治など、江⼾時代以来の観光の歩みと蓄積がある。平
成・令和時代においても、海に⾯した魅⼒的な観光資源が⼈々を引き付け、地域の振興が連
動している側⾯がある。 
令和時代に⼊って新しく⼤洗町の歴史資源として⾒出された磯浜古墳群についても、歴

史公園として整備し、既存の観光資源と連携を図りながら、その⼀翼を担い、地域振興に結
び付くことを⽬指したい。 
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区 分 対 象 活⽤の⽅法 
 
観光振興・ 
地域振興 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

史跡探訪 
企画展 
シンポジウム 
 
 
 
 
 
 
 
 

・考古学や歴史に興味のあるコアなファン層が対象
となる場合が多い。磯浜古墳群を扱う史跡探訪や企
画展、シンポジウムは、切り⼝を変えながら、ほぼ
毎年、定期的に実施しており、それが集客にも繋が
っていることから、⼀定程度の成果を上げている。
ミュージアムトークなども⼈気があり、今後とも充
実を図りたい。 
・今後とも磯浜古墳群ファンを引き付ける、スタン
ダードな活⽤のメニューを実践しながらも、興味関
⼼の無い層への働きかけをどのように進めていけ
ば良いのか考えていく必要がある。 

グッズ製作販
売 
キャラクター 

・磯浜古墳群の関連グッズの製作販売やキャラクタ
ーによる広報・関連商品の開発は、様々な⼈の興味
関⼼に繋がりやすく、これまでも令和３・４年度夏
の企画展の物販などで成果を上げてきた。 
・今後とも、企画展時の物販を継続しつつ、磯浜古
墳群オリジナル商品のラインナップを増やしてい
きたい。 

広報・マップ
類 

町商⼯観光課・⼀社）⼤洗観光協会・まちづくり推
進課などと連携をはかり、観光や地域振興などに関
わる広報やマップ類に、磯浜古墳群の登載を進め
る。 

イベント ・普段古墳に⾜を運ばない町内外の層を取り込むイ
ベントである、⼀社）⼤洗観光協会主催のライトア
ップイベント『うみまち照らす in磯浜古墳群』は、
協⼒しながら継続する。 
・古代を体験するお祭りなどに、磯浜古墳群の価値
やその歴史的背景を伝えていくプログラムを、盛り
込んでいく。 

ＳＮＳ ・情報の速報性やコアなファンとの繋がりを構築す
る上で有効ではあるものの、多様な⼈々を取り込む
ためには、違う切り⼝の多義的アプローチを⼼掛
け、周知を進める必要がある。 




